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ウルシの山地植栽における栽培適地

１ 研究のねらい

漆液の産地である浄法寺地方では、採取源の

確保を目的にウルシの山地植栽が行われている

が、これらの植栽地における生長状況を明らに

し栽培適地を解明する。

２ 調査方法

調査対象は浄法寺町吉田地内の８年生及び17

年生の植栽地で、沢をはさんだ北向き斜面と南

西向き斜面とした。調査は土壌の深さ及び胸高

直径と樹高を1999年１月に測定した。

３ 結果と考察

土壌は８年生、17年生ともに北向き斜面でＡ

層が厚かった（表）。生長量は図のとおり17年

生の北向き斜面では胸高直径10 、樹高7.9ｍ㎝

と既に漆液を採取できる大きさに達していたが､

南西向き斜面では北向き斜面の約半分であっ

た。また、８年生でも同様の傾向を示し北向き

斜面では樹高3.2ｍになっていたのに対し、南

西向斜面では樹高1.5ｍにも達しなかった。

以上のように北向き斜面で生長が良かった原

因は、腐植層が厚く土壌条件が良かったことに

よると考えられた。

４ 成果の活用

ウルシは陽樹であり陽当たりの良い場所を好

むが、浄法寺町のような緩斜面の丘陵地では土

壌条件の良い北向き斜面の方が栽培に適してい

ることが明らかになった。また、このような場

所では17年生で漆液採取が出来ることが明らか

になった。

表 斜面方位別の土壌層位

斜面の向き Ａ層 Ｂ層樹 齢

㎝ ㎝８年生 北向き 30 60

㎝ ㎝南西向き 20 90

㎝ ㎝17年生 北向き 30 80

㎝ ㎝南西向き 10 60

写真 北向き斜面の生長状況（17年生）

注）Ａ層；有機物に富む土壌

Ｂ層；有機物の少ない土壌 （担当 特用林産部 専門研究員 泉 憲裕）
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図　斜面方位による生長の違い




